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＜ 目 的> 健 康 且 つ 合 理 的･な 衣 生 活 を 営 む た め に は 、 衣 生 活 全 般 に つ い て バ ラ ン ス の と れ た

言 み が 必 要 と さ れ る が 、 衣 服 行 動 に 関 す る 健 康 的 把 握 は ほ と ん ど な さ れ て い な い 。 そ こ で 、

W  H    0    ( Horld Health Organization ） の 健 康 の 定 義 を ベ ー ス と し た 衣 生 活 意 識 項 目 を 作 成

し 、 女 子 学 生 の 健 康 的 衣 生 活 観 を 検 討 し た 。

＜ 方 法 ＞　I  ) ア ン ケ ー ト 調 査 ； 広 島 県 内 に 居 住 す る1    9 歳 か ら2    0 歳 ま で’の 女 子 学 生

2   1    1 名 を 対 象 に 、19    9   1 年 １ 月 に 集 合 調 査 法 に よ る･質 問 紙 調 査 を 実 施 し た 。 調 査 項 目

は 、Physical 的 内 容 、Mental 的 内 容 、Social 的 内 容 と し 、 そ れ ぞ れ2    0 項 目 計6    0 項 目 と

し た 。 各 項 目 に つ い て は6   段 階 の 選 択 肢 を つ け｡て 評 定 に 供 し た 。　2   ) 解 析 方 法 ： 調 査 に

よ っ て 得 ら れ た2    0   6 名(  有 効 率　9    7.     6   % ） の サ ン プ ル に 対 し て6    0 項 目 を 変 数 と し

て 因 子 分 析 を 行 っ た 。 つ ぎ に 、 各 個 人 の 因 子 得 点 を 算 出 し 、 こ れ を イ ン プ ッ ト デ ー タ と し

て ク ラ ス タ ー 分 析 を 行 い 、 衣 生 活 観 の 類 型 化 を 試 み た。

＜ 結 果 ＞　1  ) 因 子 分 析 の 結 果 、 固 有 値 １ 以 上 の 因 子 と し て ９ 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 第 １ 因

子 は 、 社 会 規 範 を 示 すSocial 的 内 容 で あ り 、 第 ２ 因 子 は 、 個 性 の 表 現 を 示 すMental 的 内 容 、

第 ３ 因 子 は 、 実 用 性 を 示 すPhysical 的 内 容 で あ っ た 。

2   )    ク ラ ス タ ー 分 析 の 結 果 、 女 子 学 生 の 衣 生 活 観 は ８ つ の ク ラ ス タ ー に 分 類 す る こ と が

で き た 。Physical 的 内 容 、Mental 的 内 容 、Social 的 内 容 の ３ 領 域 共 、 望 ま し い 方 向 に あ る

学 生 の 割 合 は2    0.      9  % . 逆 に 望 ま し く な い 方 向 に あ る 学 生 の 割 合 は18.0  % で あ っ た 。
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繊維へのにおいの吸着・脱離について（第１報）一一試作装置と各種繊維への吸・脱着－

日本女大家政　 ○棚橋ひとみ　 藤村明子　大野静枝

目的　近年、においに対する関心が高まっている。われわれが日常生活において感じる

においとしては、長期間保存の衣類に吸着した防虫剤臭や食生活におけるてんぷら、すき

やき、魚などの吸着具、長期療養者の薬、汗、尿臭など種々あげられる。

従来この種の研究では、繊維製品に対する吸着量をガスクロなどを用いて測定した例が

見られるが、これらは実験装置の取扱が困難なものや、オンタイムに測定ができないなど

の欠点が多かった。そこで本研究では、S  n 0 2 半導体センサーを用いて臭気吸着および

脱離を容易に測定できる装置を試作し、実験を行なった。

方法　 試料臭気としては、汗臭、魚臭、尿臭、油臭、防虫剤臭を想定し、それぞれ単一

臭の薬品を用いた。繊維試料には、綿、絹、毛、アセテート、ポリエステル、アクリルの

他、アクリル多孔質繊維（ＤＵＮＯＶＡ）と活性炭繊維の８種類を用いた。実験は、試作

したチェンバーに、においセンサー（S  nO2 半導体）、温度センサーを内蔵させ、外気

と遮断された容器内に繊維試料0､5gを投入し、注入した臭気の吸着、脱離のしやすさを30

分間測定した。なお、センサー出力はデータコレクターに収録し、吸着、脱離曲線として

記録した。測定の温湿度条件は、常温（2  3 ±I ℃）、常湿（6  2 ±3%) の調節した室内

である。

結果　 臭気試料中、尿臭、魚臭のような親水性臭気は、綿やアセテート への吸着が速Iく

また吸着量も多かった。油臭、防虫剤臭のような疎水性臭気は、天然繊維より合成繊維に

吸着しやすい傾向が見られた。


